
議　　題

利用者 ０名 １．実績報告

利用者家族 ０名 ２．利用者様の外出について

地域住民の代表者 ３名 ３．身体拘束について

市職員 １名

地域包括支援センター職員 １名

事業所 ３名

　　　　　・本人の状態によっては、ベッド柵も使用したほうが結果的に本人にとっていい時もあるのでは？

　　　　　・不特定多数の人が集まる場所へ行くのはやめておいた方がいいと思う。
　　　　　・不要不急であればやめておいた方がいい。
　　　　　・施設側の感染予防対策の観点から、判断するべき。
　　　　　・生活や健康の維持のために必要なものは制限するべきではなく、三密の回避、マスク着用等の基本

　　　等のご意見をいただきました。

　　をとっていきたいと思います。

　　　等のご意見をいただきました。

　　　　　・ベッドの高さを下げたり、下に衝撃を緩和するマットを敷く。
　　　　　・巡視の回数を増やす

　　　　　・巡視の回数を増やしたり、動いたら気付けるような仕掛けをするなど、他の対策があればベッド柵等
　　　　　　身体拘束を行う必要はないのでは？
　　　

　　今後は、利用者様の状態により、ベッドの高さの調節、床にマット等を敷く、巡視の回数を増やす等の対応

　　等のご意見をいただきました。

　　対策について

　　　ご家族と外出する際に、不特定多数の人が集まる場所へ行く場合

　　対策を徹底していただく事にしていきます。

３．身体拘束について

　　グルーホームらく１０月、１１月の主な出来事について報告させていただく。

２．利用者様の外出について

　　　　　・転んだり等ケガをした場合や、トラブルに巻き込まれるのを防ぐために、断った方がいいのでは？
　　　　　・ホームの規則と、入所時にどういった説明と、同意がされているかによるのでは？

　　　ご家族に確認できない時のご家族以外の方との外出について

　　　　　・事故やトラブル等を想定し、事前にどうするかをご家族、本人と話し合っておいた方がいいのでは？

　　　今後はご家族以外の方との外出がある可能性がある方は、事前に取り決めを行い、場合によっては同意

　　ベッドから転落するという事故があったため、ベッド柵使用の是非について

　　　

　　　を書面に残す等の対応をしていきたいと思います。

　　　　　　的な感染対策を徹底する。

　　
　　今後は新型コロナウイルスの流行具合や外出の必要性を考慮し、外出していただくと共に、基本的な感染

運　営　推　進　会　議　開　催　報　告　書

開催予定だった日　　令和３年　１１月２６日　　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

ご意見等のまとめ
１．実績報告
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